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表紙は塔跡（現観音堂）

例 '三１

１．本沓:は大分11j教育委員会が国・県費の補助を得て実施した

蝋後国分寺跡緊急発掘調査の昭和50年度調査（第二次）の概

報である。

2．調査団の椛成は次のとおりである。

調杏主体者大分11j教育委員会

豊後国分寺跡調査委員会委員池見香（大分市教育委員会

教育長、洲行団長）渡辺澄夫（別府大学教授）兼子俊一

（大分大学洲IIlj）瑞男順（大分大学教授）巾野幡能

（県立芸術短大教授）爾来隆（大分大学教授）賀川光夫

（別府大学教授）沢村仁（九州芸術工大教授）小田富士雄

（北九州巾立博物鯨）衛藤久（県教育庁文化課長）森

信男（市教委社会教育課長）

調査指導者沢村仁・小田富士雄

調査員後藤頒俊・真野和夫・渋谷忠承・藤11l和夫（以上

県文化課）安部幸人・杉崎重臣・小野雅途・羽田野光洋（以

上大分市教育委凸会）

調査補助員仙田修一（九州大学学生）剛足裕・平田豊弘

森裕行・柵烏政文（以上別府大学学生）他に大分大学歴史

研究部の協力があったぅ

３．本沓の執縦は、沢村・小田委員の指導を得て後藤、真野、

渋谷、藤１１１が分拙し、編集は真野があたった。



序 文

蝦後国分寺跡、発掘調査の第２年次調査を過日終了しました。

今年度の調査は49年度調査に引きつづき調査委員諸先生方はじめ、各位の指導

を得てすすめられましたが、北方建物、回廊、南門地区等で数々の成果が得られ

ました。

また調査区の大半が水田であるという覗情がありましたが、地元土地所有者各

位にはとくに調査の趣旨を理解され終始協力をいただきました。

今回の調査によって、寺域と主要伽藍の性格の確定にさらに大きく前進するこ

とができましたが、さらに未調査地区の調査をすすめ所期の目的を果したい所存

です。

以下50年度調査の概要をまとめ報告いたします。

ｌＩＨ和５１年３ノ］

大分市教苛委貝会

教育長池見 詩

一’一



Ｉ調査にいたる経過

寺域と主要堂塔の遺存状況を確認し、将来における環境整備のための基礎資料を得るこ

とを目的として着手された豊後国分寺跡の調査は、第１次の49年度調査に引きつづき、第

２次調査が、昭和50年11月18日より51年２月１９日にわたって実施された。

４９年度調査の概要はすでに「蝋後国分寺跡一昭和49年度発掘調査概報」として刊行ずみ

である。この第１次調査は、２０日程度の予備調査的なものであったが、その後の調査の方

針をたてるうえで多くの成果を得た。

まず塔跡については、蛾も保存のよい遺構として知られるものであるが、この調査によ

り、一辺18郷前後の栗石横雅埋をもつこと、初層の柱間は、脇の間13尺、巾の間12尺（天

平尺）のプランであるらしいこと等が知られた。

また薬師堂地区に造存する22個の礎石群は、かねて金堂跡とされているところである

が、ここに、東西約32.5郷、南北22”ほどの版築を施した掘込み基地が確認された。（以

下、本文では薬師堂地区基鯉という）この建物の南北方位は、塔跡のそれに合せて設定さ

れた調査基準線（NlOol2'Ｅ）より西に4.45'ほど偏していることが知られた。

この建物の北方では、南より第１、第２、第３の建築遺構が確認された。第１遺構は、

掘立柱の抜き跡らしき地点に瓦片の集積のみられる遺構であるが、建物としての確認はさ

らに拡大調査が必要とされた。第２辿椛は、先の薬師堂地区の建物の基地の中心より北６０

郷の地点に発見された東西方向の石列を北縁とするものであり、根じめ石の遺存が認めら

れた。この建物の規模については、東西、および南側が不明であり、次回の調査を待つこ

ととなった。

この建物の北方で発見された第３遺櫛は'111”のトレンチで根石をかむ安定した礎石１

個を確認したもので、北門跡等の遺構である可能性のつよいものであった。

この他、塔跡に対面する東側の畑において基壇の痕跡が発見された。

こうしたil1で、従来金堂として知られた薬師堂地区の建物が、伽藍の中核をなすもので

あることは確かとしても、それが金堆であるかどうかの決定は、その北方の第２遺構、お

よび塔跡東側の基壊の痕跡等の全祥の判ｌリルたうえで、これらとの関係のうえでなされる

必要があるとされた。

辿物のうち、瓦については以前から現国分寺に所蔵されているものの他、特に新しい形

式の出土はなかった。軒丸瓦は第１類（珠文縁複弁11葉)、第２類（単弁)、第３類（第２

類の細弁化したもの）があげられた。

こうした成果をふまえ昭和50年度調査は、第１に四門地区における築地等の有無の確

認、第２に北方地区の建物の性絡の確定、第３に回廊の探索、さらに巾IIIj、南門の探索を

主たる目的として、４９年度洲査とほぼ同'１１|(容によって着手された。

－２－



Ⅱ調査の概要

1．北地区第２遺構

第一次調査では、版築ならびに基域北縁の東西方向の石列と２ケ所の根じめ石が明らか

にされた。またトレンチ東側でもボーリング探査によって、根じめ石がほぼ等間に確認さ

れ、そこが重要な建物遺構であることが推定されていた。

今回の調査では、この遺構の性格を明らかにすることを第一の目標として、Ｂ､Ｍ、１よ

り北に62"を岐北とし、第一次調査のトレンチを含めた南北12.5郷、東西16.7”の調査区

を設定したが、南側には水路が走っているために、やや変則的な調査区の設定となった。

版築は黒色土を掘りこんで築成したものであるが、基壇北縁の石列より南側３〃の間に

は認められなかった。

根じめ石は６ケ所が確認され、版築の残存部では掘り方が認められた。調査区の東側に

検出された根じめ石は、建物の東端に位置するものと考えられ、柱間の心々距離はそれぞ

れ約３"を測る。篠は安山岩の自然牒を主にして、一部には軽石質凝灰岩を利用している。

南西の根じめ石の南側には、瓦片が散乱した状態にあり、その根じめ石から東南の方向

に、幅約30噸で瓦片と小石がまじって確認されたが、その下に掘りこみ等は認められなか

った。

基壇北縁の石列は、部分的に欠落しているが、平坦部を外に向けて整然と並べられてい

る。この石列の内側にそって、トレンチ設定班準線から約２”ほど西に玉縁付丸瓦を６枚

並べ、その上に平瓦を重ねた状態が検出された。また基準線より西７”においても、２枚

の玉縁丸瓦が並んで発見された。

この基埋北縁部には東西3.2〃の黒色土をやや固めて築成した張り出しがある。雅壇端

の石列に接して外に、石列の痕跡がみられ、さらにその石列の北ｌ郷には、径50”と90噸

大の石が90”の間をもって据えられている。また張り出しの西端には蝶の長軸を南北にし

て据えたものもあり、この張り出しは、階段状になっていた公算が強い。

基壇西側の探索については、トレンチ設定雅唯線より西９加～11”の東西トレンチと、

トレンチ西端３池から北に９沈のＴ字形のトレンチを設定した。

このトレンチでは、北側のような石列、根じめ石は検出されなかったが基壇端の西側と

南側の痕跡を示すと思われる巾ｌ加の黄色土が柵状に検出された。

また、南側の基壇端は第一次調査の結果より薬師堂下韮域の北側基地端より30”を測る。

したがって、これによって想定される第二辿柵の基壇の規模は東西28岬、南北18郷とな

る。これに､根占め石等の状況からみて東西７間､南北四間の建物を想定して大過なかろう。

今回の調査によって、この北地区第２遺構の規模、方位等をほぼ確認しえた。これによ

って、４９年度調査で確認された薬師堂地区基地の北側に、ほぼこれと対比しうる建物を確

認しえたことになる。

－３－
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西地区の調査では、伽藍地西側を画するとみられる溝遺榊およびこれに内接する土塁状

遺構が発見されたのでこの遺構を南北に追跡した。その結果、南側で中門並行位置まで、

北側で今回その規模が明らかとなった北第２遺構並行位置まで、距離にして約150"が確

認された。溝はこれよりさらに北あるいは南へ延びるとみられるが今回は追跡を見合せた。

土塁状遺構は伽藍の推定中軸線からの距離約76〃に内接してつくられており、地山を削

り出しその上部に版築を施した幅約４．５～５”の土塁状をなし、西側に幅約４加の深い満

が並行している。土塁上面あるいは溝内から瓦が多数出土していることから、土塁上に瓦

茸きの建築物があったことは確実とみられる。結論的には、今回の調査によって薬師堂地

区基壇から東西にのびる回廊がこの土塁状遺構と熔との間で南北に抜けていないことが碓

められたので､北回廊はそのままこの土塁状遺構に迎絡し､この土塁状遺構上の瓦茸きの建

築物がすなわち西回廊となる可能性が強い。

なお、この西地区の調査は便宜上、現薬師堂南側を東西に走る道路を境いとして、北側

を西第１地区、南側を西第２地区に分けた。

西第１地区では、土塁状基壇の東側が削り取られて約１．９加の段落ちとなって水田化し

ているため、櫛遺構の追跡を主体に調査した。また、当初西lIljが推定されたｌ～３トレン

チは小形の柱穴群が検出されたが、遺物

；’１も少なく柱穴相互の関係もつかめていな

|ま経楼・鐘楼などの建物の位満を示すも

のとみられるが、時間的制約から充堀区

を拡張して遺構を明らかにするにはいた

らなかった。また、幅のせまくなった溝

上に半分かかる状態で根締石が発兄され

Ｆ扉1－可いｏ
ＣＯ

溝遺構の追跡の結果、溝は薬師蝋地区

駕制無鰯｣呼難Ｍヘ
リ出し部をもつことが判明した。この張

り出し部で溝は幅を減じて約１．３"束に

張り出している。張り出し部の長さは約

10加ある。この構造はおそらく''１１あるい

2．西地区土塁状遺構および溝遺構

i龍孝二

ており、数次にわたる遺榊の存在が予想線

される。 西第１地区溝遺構張り出し部概略図

０ １０ｍ北

基
準
線

Ｌ､日ﾛ１０ｎＡ‐QQI

－５－



さらにこの張り出し部のすぐ北側で溝上面を覆

った版築が発兄されており、溝が機能しなくなっ

た段階でこの部分に建物を移動させた可能1kも考

えられる,、この版築で覆われた溝巾より、「右院」

と!読むことができる墨:A:銘のあるMIlIj器坪が発兄

されており、あるいはこれに関・係する建物があっ

たことも考えられよう。

一〃、西第２地区では唯の西側に広い発掘Ⅸを

設定して土器状をなすｿ,!§１W'(と溝の|:俳造を洲炎する

とともに、この土塁状辿椛と黙との間にはたして

別個に回廊が〃在するのかどうかも探索した。こ

の粘果、塔とこのＩ盤状ﾉi恥の間に'''1廊がl村北に

走るIIJ能性は、先述したとおり全くないことが判西第１地区第１トレンチの柱穴群疋るIIJ能性は、先述したとおり全くないことが判

｜Ⅲした。

なお溝ではちょうど螺のlﾉｌｊ側に､!↑る位満に２個の仕切りを設けた特殊な椛造が発兄され

た。｛|:切りは地lllを削ＩｌＩしたものできつのｲ|:切りのI|'央部の地''1祁での間陥はおよそ５７〃

ある,、仕切りの向さは過/j畠状態のよい北側のものからみて築地ﾉ11§峻分の高さにほぼ一致す

る同櫛''１にはＷ,Ij・丸凡がかなりまとまった状態で堆職しており定形品も多い,､祇底のレ

ベルは発掘で知り僻た範州では{l:切られた部分が蚊も向く絶体尚で30.057"ある。これに

対して西第１地|>〈の北側において28.82ﾉ"、ＩﾉLi第２地|>〈＃j側で28.71ﾉ〃となるので、７脚I|'の

Ⅳj北へそれぞれ排水されることになる,、

荘触上面のI陥は約4.5ﾉ"あって､燃とil'間地点の旧地表から測って、約１ﾉ"の高さを右す

る,、これは琳ﾉ!い‘Yの高さと人体等しい。ノI馴A(の琳側は緩斜,IIiをなして一部テラス状に帳り

出したところがあるヘノ,軌&('二面には地iIIに伽り込んだほぼ３列の桃列群が検出された,、

この住ﾘ群は、Ｉ'！〔篠20c"』前後の小形のものがほとんどで、必ずしも３列が厳密に一,,!〔線

上に並ばないなど'''1廊水体の柱ﾒﾉ'(と号えるにはやや問題が残る。したがって、これらの柱

穴群は'1'1廊水体を建築する際の足1洲f築に使われたものではないかと推定されている。

この地区から''１上した辿物でilIllすべきものは、緑fII陶器および坐筈銘のある土師器,樋

形土器がある。出上位侭は緑荊陶器が溝辿櫛よりさらに'ﾉＩｉへ24ﾉﾉﾉほどのところからからI1i

独で充兄された,、また、戯''１器とみられる雛,I}:銘のある噸はIiIl廊ﾉＩ雌'二の,ﾉﾙ寄りの位'1?tの

表土ド渋いところで光j,,Lされたものであるへおそらく’''１廊崩峻後に埋縦したものであろ
う今

－６－
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Ｐ

土黒状遺構・溝遺構全景（西南より）

『

溝辿構内瓦の出土状態（西より）
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策した住宅地である。

発掘は納屋のすぐ北側

に、水路・井戸跡を避け

回廊の調査は、第１次調査の際に薬師堂地区基壇探索のトレンチ端に版築が存在したこ

とが端緒となった。探索作業は、薬師堂の東西部分と、かつて礎石が出土した中門推定地

およびその西側部分とに大きく分けられる。

薬師堂の東西に設定したトレンチ（ｌ～３トレンチ）では、東側１．２トレンチにおい

て掘込み地業の版築がみつかった。また、西側３トレンチでは伽藍中軸線に対してほぼ対

称位置に地山を削り出した基壇を発見した。西側は水田化した際に削平を受けて地形が変

化しており、検出した削り出し基壇がそのまま回廊基壇そのものであるかどうかは今後の

調査でさらに検証する必要がある。

１．２トレンチは回廊の方向を調べるために７郷の間隔で設定したものである。１次調

査で判明した薬師堂地区韮壇東辺からの距離はそれぞれ８郷、14.4"の位置である。黒色

土層を排除して地山まで達する掘り込みは底の平たい舟底状の形態で、深さ約70”、幅は

韮底部で４．４郷、地表付近で６”ある。内部に施された版築はきわめて丁寧な仕事で固く

叩きしめられている。版築内部から瓦片・釘などが発見された。

この掘込み基埋上に単廊を想定すると、薬師堂地区基壇の側面中央部にとりつくことが

考えられる。

つぎに、中門推定地は、薬師堂地区の基壇中心から約95"の位置にある小さな納屋付近

で、納屋をたてる際に礎石が発見されている。現況は薬師堂から南へ延びた市道が束から

来た道路と三叉路を形成

“緬堂』…
しており、もとは駄通り

が西側の出へ続いていた溝『…………１－…．．……．：

という｡礎禰…”・樵二望{二二トー'一篭亭
た納屋は通りの交点の西州ｉ－ｌ……ｊｉｉｌ
南側に位iifし、東側は密ｉＩＩ

、

、

3．回廊と中門の遺構

面 ､|、
に､水路･井戸跡を避け恥；；’‐I一

た小ﾄﾚﾝﾁ(5ﾄﾚ）熱
を設定して行った｡その剛｜推

罵：：Ｉ

結果、地,1,を削り出したｉｉｌ

Ｊ１…雀…槌一一f一署Ｊｉ
率一一一~－１－－－｜雅城状をなす削り出し部藩

分は現地表から約１”の

深さがあり、その間に版 回廊調査関係トレンチ配置図

－８－
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築はみられない◎削り出し

部の北側には溝が存在する。

満腹は韮塑状部分の上1Iliから

１７"の深さがある,､荘城端は

後1Mつくられた水路によって

段状に改変されている,、おそ

らくこの水路はかって存征し

たという駄通りの11lliifをなす

ものであろう,，

この中門付近における於城

状遺構につづいて、西側でも

｢ｉ１ｌｉＩ」地区の現状

lul廊基城とみられる削り出し遺構が発兄された,、４トレンチから西へ257"の位股である,、

ﾉ,§壇幅は６７"、北側およびﾙｨ側に地Iliをそれぞれ1.47"、1.2？"掘り下げた深いi隊がつく'、

ﾉ,'&聴状部分で現地表から１７"ほどの深さがあるがその間に版築はみとめられない。

4．塔跡地区

現在観音堂が建っている燃跡は、第１次調在においてＩｊｌｉおよび南側法城端が発兄されほ

ぼ次のようなことが明らかとなっているっ

①堆聴の大きさはｌ辺約18ﾉ〃（60尺），､塔初胴のｌ辺長は約11"zとみられることから、

lliI:の出は3.57"である。

②雅壊は約１?"ほど’'１り込み地業を施した上を版築して築いたもので、尚さは(池｢の1脚ｊ

さからみて約１〃'1とみられる,、

③ノIlE壇端の化粧は栗>(7職みによっている、雌城IﾉlilI1llで３段ほど遺存していた。

④ノI史壇外周は幅１７"ほどよく問められている。

／i､Ｍの調査は雑城端の遺作状態を調侭しつつ卵１次洲fl1fの結果を検証するl-l的で進めら

れた。トレンチはIﾉLi端の礎イi列を北側に延長した位Ili‘iに災さ１２‘57"、'隅１７"てI没だした。

塊状は燃跡韮峻からみて比,1.1約60“ほどの緩い斜liIiになっており、表土脳は20～70”雁度

昭和九年の火災後に迎んだ瓦類が堆砿している,，これらをとり除くと、人吸入架万を砿ん

だ基壇端が良好な状態で遺存していた、西北隅礎ｲ．iIlI心より測って３．５７"の位iifで前ｌＬ１ｌの

結果と変りがないヘノi§壇万砿みの外側は軟弱な黒色上を覆って暗褐色土の問められた胴が

ある。

１次．２次調在を迦じてﾉI恥周朋に設けたトレンチからの瓦の出土111:は彪人なものであ

るが、今凹調査したｿI駒!‘'(北側部分はとくに良好な状態で、石砧みに密接して､ド瓦・丸瓦が

－９－
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汀

11tなって造存していたつ適

物では、光形となる馬行唐

I1i'[父刺､F瓦、珠文縁複弁１１

典文IlrI:九瓦のほか、今回新

しく均派唐草文軒平瓦（Ⅲ

遺物軒平・軒丸瓦拓影

(Ⅱ)）蓮弁が桃測れ状につく

られた恥弁軒丸瓦（同､(6)）

などの盗料を得た,，

↑
ﾋﾙ1瓦の川上状態

←J1以側砧みと瓦の出土状態



5．南地区の遺構

薬師堂より南へ１５０７"ほどのところに南門跡と言い伝えられるIﾉLI辻がある。Ｉ叫辻の北東

側はすでに宅地化しており、これを除く３方が水川である。四辻から北側へ設定した第１

トレンチ（37"z）と南へ設定した第２トレンチ（40"』）を11,心に洲盃を進めたところ、第

’トレンチ北端で基壇の一部とみとめられる遺椛をかろうじて検出することができた。位

侭は薬師堂地区基壇の中心より測って約'207"のところである,＞

遺構は黒色土を約60”掘りドげて版築を施した掘り込み基壇で、雌城裾に栗石列が過存

する。検出した栗石列はやや郷IlIlしてN23oWの方向を示して､次に述べる粘土胴のところ

まで続いている。

版築部分の南側に接して黄茶色粘土を分L4くつき硬めた遺構が発兄された,､薙壇から南

へ577zの間黒色土層を約35”掘り込んで、そこに黄茶色粘土をつき硬めたもので、上面の

高さは、ノ,ｗｌ僻にあたる栗ｲ．iﾘの高さに一致し内部には小牒をつめ込んだ南北方,i,,の排

水溝をもっている,､粘土届は版築状をなすものではなくほぼ均質な仲,|であるっ南側には表

面の焼けたところがあった．排水溝内の榛に混って瓦質に近い焼成のスリバチ破片が発兄

された,、このことからみて、この粘土をつき砿めた遺構は一応'''''1:以後に樵築されたもの

と港えられる旬

さて、洲ﾘに囲まれたﾉI哩峨とその南に接して充児された粘土辿椛の性格については、辿

構部分の発掘I､砿が小さいため現段階では断定することはできないが、版築部分について

は南門跡の1,柳lLi隅とみるのが妥､11であろう、また、版築部南側の粘ｋ胴については、東側

への広がりがどこまであるのか不|ﾘjであるが、版築部がl柳１１跡であるならば次の一二つの場

南門推定避椛

－１１－



耐ＩｉＩｊ推定辿椛の伽込みソI“卿

合が考えられよう,、

①南門蕪峻前而の.上り１１を間めるために軟弱な照色土を除去しておいた。

②後''1:、IIIlの移動あるいは別の処物の雌礎の地間めとして行われた,、

次に第２トレンチでは近Iltないしは近代の満辿|:雌が発兄された｡場所は南門跡と伝えら

れるＰ９辻に近いトレンチ北端部分で、Ｉﾉliからの満が111〔角に南側へIMlっていく状態がみられ

た。

これはトレンチと約１ﾉﾉほどの間隔で存在する呪在の南北排水路の11．I状と考えられる辿

購である。溝内は牒がかなり落ち込んでおり、これに混って膳臼の破片や近11t陶磁器の破

片がみつかった,、TI｢瓦顛はまったく発兄されていない,、

Ⅲ遺 物

1．咽

洲盗を通じて瓦揃の出上は彪人な:1lltにのぼっている。とくに琳跡、賭1J[i側のﾙｨ北瀧IiIか

らは多.111:に発兄され、このなかには完形の平瓦・丸瓦も含まれていた。

iliI:先瓦の資料は、第１次I淵fI1fの盗料および呪iIﾐ|分寺の所蔽する盗料のほかに/洲IIlIliI:平瓦

・軒丸瓦ともに新資料が追加された。

ilil:ﾒL瓦はつぎの岬剛Iがある。

第１類（１．２）は珠文縁襖介'1災父の1lil:Ｗ》Lで、やや大きさを災にする二祁蹴がある,，

－１２－
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各遺構を通じて鮫も普遍的であり戯も多い。直径はａ（大）１６．５”、ｂ（小）が14.5”あ

り、巾房には１－８の蓮子を配する。

第２類（15）は今回出土していない。単弁の大形瓦で復原径約20”・巾房は１－８の蓮子

をもつ。蓮弁の周囲には蓮弁と蓮弁の間に１個あて珠文を配し、その外側に界線をめぐら

す。

第３類（16）も今回の調査では発見されていない。第２類をさらに細弁化したもので復原

径は約19.5”･蓮子の配iifは１－８、蓮弁は42を数える。

第４類（３．４．５）は珠文縁複弁８葉文の軒丸瓦である。今回、回廊および巾''1付近、

北第２遺構などから数点発見された。５．８”の大形の中房には、円圏のある蓮子を０－４

－８と配置し、個々の蓮弁をあらわす輪郭線が花弁全体を縁どる圏線となって肉太く表現

され、なかに楕円形の盛り上りのある素弁をもつ。子葉は形からとりはずした後に圧迫を

受けて馬平となったものが多い。外縁には太い珠文を密にめぐらし、縁の幅のとくに広い

ものがある。復原径約17”･平安初期のものと考えられる。

第５類（６）は復原すると７葉文となる単弁軒丸瓦である。塔跡より１点出土した。擬り

あがり少なく丸みのある業弁はいわゆる桃割れ状に中央部が凹んでいる。周縁には珠文を

やや粗にめぐらしている。復原径17.5”・平安時代中ごろのものであろう。

これに対し軒平瓦は文様上つぎの二極に大別される｡

第１類扇行唐草文軒平瓦は、太宰府系老司式軒平瓦の系統を引くもので、第１次調査で得

た資料のほかに細部を異にする２資料の発見があった。便宜上、ａ．ｂ・ｃと称する。ａ（７

．８．９）は蚊も一般的にみられるもので、内区に右行する扇行Ｉ１１:単文を描き、上外区に

珠文、下外区および脇区に内区に向いた陽起鋸歯文を配している。Ｉ‘¥単文は右端の支葉

が、蕨手状にならず子葉の表現となるヮ瓦当面幅27”,，顎の形態は段顎となる。施型のず

れたものが多いａｂ（１０．１１．１２）は同じく右行する唐草文を描いたものであるが、文様

全体がａに比べ繊細になっており、外区上縁の珠文を欠いている．I‘I卿'1'j:文の形態も左右両

－１４－
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端部に相違がみられる。直線顎で聾曲度の小さい瓦である。Ｃ（13）はごく小破片１点の

みの出土であるが、明らかに左行する唐草文と下向きの陽起鋸歯文が観察され、以上３和

のうちでは最も祖型に近いと思われるものである。北第２遺構から出土した。

第２類（14）は均正唐草文軒平瓦で、現国分寺の所蔵品のなかにもみられる。塔跡から１

点出土した。曲線顎。平安時代に下るころの製作であろう。

瓦の成形技法について調査巾注意にのぼった点を２～３記すならば、まず叩きの祁類で

は、

①縄目叩き………ｌ、２

②格子目叩き（大・小）……４，５

③その他の叩き……３，６

に分けられる。③のなかには、波状叩きや格子のなかをさらに対角線を結んだ形のものな

どがある。いうまでもなく①および②が圧倒的な割合を占めており、平瓦の場合縄目叩き

はなで消されることがある。丸瓦ではすべて凸面は丁寧になで消しされているが、③の叩

きは使用されていないようである。また叩きではないが、平瓦凸面に布目のあるものが数

点出土しており注目される。

平瓦凹面の仕上げについては、

①布目のままのもの………３

②布目の上に全面あらいカキ目の入るもの

③カキ目ののちなで仕上げをほどこすもの………１．２．４．５

の別がある。このうち、③には平瓦下半部のみ行うもの、すなわち屋上に重ねたとき表而

に出る部分のみなで仕上げしたもの（１．２．５）と、中央部の最も凹んだ部分のみ上か

ら下までなで仕上げしたもの（４）とがある。これらは表而を綴密に仕上げ雨水の流れを

よくする効果的手法である,，

2．土 器

出土した土器類には、土師器・須恵器．緑紬陶器．ごく小数の青磁など輸入陶磁器類．

''１世～近代にいたる国産陶磁器類がある。この中でも器形のわかるものでは土師器類が圧

倒的多数を占めているが、墨番銘のある土師器２点が発見されたことは特筆すべきことで

あった。今回実測図をかかげたものは代表的形態の土師器（皿・塊・坪・蒜．戒）と緑紬

陶器である。

小形皿形土器（ｌ～４）は直径７～８”前後のもので、内面に煤が付着し灯明皿として

使用されたものである。このうち（ｌ）は糸切底である。（５）はやや大形で形態を異に

するが同様な用途に用いるものであろう。内面中央部には休部～口縁を回転を利用したな

でを施した際の円形の低い段があり、底部のなでつけは粗雑である。

腕（６）は付高台内側に「仏」字の箆描がある。丸みのある休部は口縁近くでカーブを

－１６－
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かえて鈍い稜がつき、内轡気味に立ち上る特徴をもっている。胎土には砂粒が多い。塔の

西'１１ﾘ土塁状遺構のやや内側で出土した。平安時代中ごろのものであろう。

坪（７～13）は成形技法および形態によっておよそ３煎類に分類される。まず（13）を

代表例とする底部径が大きく斜上方に直線的な休部～口縁部を形成するもの（７．９．１１

・１３）。このうち（13）は底部に「右院」と読める墨沓:銘のある土器であるが内外面とも

丁寧なへら磨きが施されている。（７．９．１１）はロクロの回転を利用したなで仕上げで、

底部はなでを行う。つぎに、（８．１０）のグループは休部～口縁部の形態が1111線となる特

徴をもつ。休部～口縁部の仕上げはロクロの回娠を利用したなでである。岐後は（12）を

代表例とする糸切底をもつグループである。使用された年代からすれば（13）のごとき

タイプをより古式において、（８．１０）のタイプとなる時期を平安時代巾ごろ以後と考え

る。

皿（１４．１５）は口径16“前後をはかる浅い形態のものである。塔跡トレンチから出土し

た（15）は内面に非常に粗なウズ状のへら磨きを施している。

蓋（16～18）はⅡ形品との見分けが非常に難かしいものがあるが、口縁部の形態、表製

の仕上げ手法などにより一応蓋としてとりあげたものである。

緑紬陶器（19）は、高台のつく底部のみの出土で、須恵器に緑利lを施した明るい鮮緑色

の色調である。

壷（20）は精選された胎土の土師器で、経文の一部とみられる墨普銘が側而にあり、お

そらく蔵骨器と考えられるものである。口篠12”、高さ19“･普休からみて室町時代ごろ

のものと推定されている。内容の一部を次に記す。

口来無東□

三界如□□

一心之本□

□口南北

口妙法蓮

匪|経

□口三界成

－１８－
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Ⅳまとめ

今回の調査は国分寺のI|'核となる唯塔の発掘と合わせて、凹地区における寺域の追究に

主眼をおいたものであった。

主要堂塔の調査では、第’次調査でその存在が知られた北第２遺柵の規模が判明し、薬

師堂地区韮壇辿構・燃跡につづいて、中心伽藍の様子が一層明らかとなった。さらに、西

地区の調査で発見された南北150"におよぶ溝は伽藍域を画する遺椛と考えられ、南門跡

とみられる辿椛とともに寺域を解明する而要な手掛りを僻た。ここで簡jliに１次．２次の

調査結果をまとめてみよう。

１．現薬師蛍地区には東西約32.5”、南北約22郷の規模で』§域下の掘込み地業がなされ

ている（薬師唯地区雑壇）。

２．１の北方約30”の距離に東西約281"、南北約19”の基壊が存在する（北第２遺構)。

３．１と２の''1間には北第１遺榊とよぶ柱の抜き跡状の不明辿構があり、２の北方約３０

〃z付近に礎石（１個確認）が存在する（北第３遺構）。

４．塔跡はｌ辺18〃の基壇で、雌鞭周囲の化粧は栗石砧み、安定した礎石の配侭から推

定される南北方向方位はNl4oEである。

５．回廓は薬ﾙ|唾地区堂宇の''１央部にとりつき塔をとりかこむ形となる。想定''１軸線か

ら四側までの距離は約75郷（250尺)、薬IIIj堂地区堂宇の!|'心から推定中ｌＩｌｌ位侭までの・

距離は約90加（300尺）である。

６．西側回廊に接して大瀧が南北方向に存在する。この溝は北lul廊のとりつく地点より

さらに北に伸びて第２遺構並行位i剛､l･近で「．」字状張り出しがある。この溝過構は

伽藍域を示すと考えられる。

７．南lIlj跡とみられる遺構の一部が淵在され、薬師蝋地区堂宇の'''心から約120?〃（400

尺）の位iiviにほぼ内接する。

８．回廊にとり囲まれる塔の対称位般（即ち薬師強地区堂宇の東南の位澗）には薄い版

築の残存がみられるがその規模や性絡についてはいまだ不明な点が多い。

９．瓦・土器などの遺物からみると、平安後期の年代を示す遺物はほとんどみられずこ

の頃にはすでに荒廃していたことが考えられる。

－１９－
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